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Kyoto University Research Reactor）に加えて、臨界集合体







































































































































































































































































































学 大 学院ヱ学研究科物質エネルギー化学専 攻 修士課
程入学。2005年3月、同修了。2005年4局、同i尊士
課程へ進学。
ASK WORLDレポート 区�
イギリスでの
M・N
研究活動の紹介
ー不安定原子核のミユオン原子生成に向けてー
核ビーム物性学研究分野・谷口秋津助教綬
2004年初夏、「興味があったら、理研－RALミユ オン施設での装
置開発を→者にやらないかつ」というメールがきっかけで、英国での
実験に参加するととに芯bました。
理研－RAしミユオン施設｜志、ロンドンから西に約lOOkm、オックス
フォード市近郊にあるラザフォード＝アップルトン研究所（RAL)内
にあり、国際研究協力協定の下、日本の理化学研究所により遥曽さ
れています。ここでは、RAしの主要施設である加速器ISIS（アイシス）
からの800MeVの陽子をグラファイト（炭素）に当て、最終的に生
成されたミュオンと呼ばれる粒子を様々芯実験に供しています。
さて、私が加わったのは「ミコオン原子の生成法に関する研究」と
いうものです。通常、物質を構成している原子は、正電荷を持つ原
子核とその周りを廻っている電子から成っていますが、ミュオン原
子では、ミュオンが霞子と同じように原子核に束縛されています。
ただ、ミュオンは電子と似た性質を持つものの、電子より約200倍
も重く、原子核の表面近傍や内部にも存在できるので、原子核の電
荷の空間的f広がりについての情報が得られます。このような実験で
ポイントとなるのは、いかに数多く、かつ、いろいろな種類の元素の
ミユオン原子を生成できるかというととです。理研－RALミユオン施
設では、薄い膜状の固体水素中でミユオンが原子と効率良く「出会
える」という性質を利用した研究が進められています。現在、安定
な原子核での実験が行われていますが、私が携わったのは、との方
法のアルカリやアルカリ土類元素芯どへの可能性を調べることで、
ζのためには、と才1らの元素を固体水素薄膜中へ注入するための
新レいイオン源を設置し、ミュオン原子を生成してみる必要があり
ました。日本国内で設計・製作されたイオン源は、原子炉実験所のイ
ノベーションリサーチラボで、テス卜された後、2005年末lこ英国ヘ
送られました。そして設置作業や最終テストを経て、主主んとか昨年
11月と12月の本実験にまで漕ぎ着け、幸いにも良い結果が得られ
ました。担当者としては、渡英の度に心配事があり、また、作業や実
験も芯かなかハードでしたので、データが得5れた時には本当にホ
ッとしました。不安定核ビームとミュオンビームが1ヶ所に集まる装
置は、世界的に極
めてユニークであ
り、原子核の性質
を調べる上で、大
きく貢献できるも
のと考えています。
今後も、装置を改
良し芯がう、不安
定核のミュオン原
子生成に向けて研
究が進められれば
と思っています。
実験装置の前で。上方にビームが通るダクトが見えて
いる。頭上辺りの真空容器の申で、原子とミュオンが出
会い、ミュオン原子が生成される。
原子力界に限ったととではないが、近年、社会全般的に決め事が った。
多くなり、さらに通信手段の高度化により、生身の人間同士の付き との顔を付き合わせたやり方は、当然時
合いが少なく芯ってきている、と感じるのは旧い人間の証芯のだろ 間的に仕事が遅く芯り、また面倒くさいこと
うかつ小生が実験所に就職した昭和43年から10年聞くらいは、原 から、現代の日柄士会のテンポには合わない。
子力の繋明期という良い環境であったことを差し引いても、所員同 しかし、物事の正確な理解や伝達、ノウハウ
士の付き合いが今より遥かに ”濃厚”だったように思う。当時はもち ゃ技術の伝承といった点では、face-to-
ろんワープロはなく、ほとんどの文書が手書き、通信手段は電話か faceの方法が最良手段て、あると思っている。
郵便、所内では直接会って伝えるといった異合で、自分の身体を使 今、最も現代的問題である仕事意欲の喪失
・1司＝－.：；a司Li圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・
中性子tlJ.射化分析とは， 中性子を試料
に照射した後．試料かう発せられる特
定の放射線を検出することによって、鼠
料の中に微量に含まれる元素の種煩や
その量を調べる万2在。（例。毛髪lζ含ま
れるカドミウム量の測定）
つてのface-to-faceの接触 や後継者が育たない（又は育てられない）
であった。「今日はご機嫌良 といった問題が生じた原閣の1つが、このやり方を忘れてきたこと
さそうだJとか「本当は伺を にあるのでは芯いかと感じている。
言いたいのだろうかJとか、 これから原子炉実験所は、当面の1くURの低濃縮ウランによる運
相手の顔を見芯がう話すと 転 継続、KUCAによる加速器駆動未臨界炉を目指した研究を主力
とで、直接相手の気持ちを に事業を展開することになるが、研究も管理も、いかに体制やル一
理解できお互いの信頼が生 ルを充実させても最終的には人間が行うものであることを忘れずに、
ぎれ、仕事や研究が“あうん” お互い顔を付き合わせ、互いを理解する姿勢でますます発展してい
の呼吸で進んだことが多か くことを願っている。
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